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(57)【要約】
【課題】表示装置の光源の劣化による画面の輝度や色温
度の変化を補正することができる情報処理装置を提供す
る。
【解決手段】測定された画面の輝度及び色温度と、自装
置から出力されている信号に基づく論理的な輝度及び色
温度とを比較する比較手段と、比較手段による比較の結
果、補正すべきずれがあった場合に、画面の輝度及び色
温度を、前記論理的な輝度及び色温度に近づけるために
必要な、光源に対する電力及び画面に出力するホワイト
バランスを決定する決定手段と、決定手段により決定さ
れた電力を光源に、及び、ホワイトバランスを画面に出
力する出力手段とを有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
測定された画面の輝度及び色温度と、自装置から出力されている信号に基づく論理的な輝
度及び色温度とを比較し、補正すべきずれがあった場合に、前記画面の輝度及び色温度が
、前記論理的な輝度及び色温度に近づくよう自動的に補正することを特徴とする情報処理
装置。
【請求項２】
測定された画面の輝度及び色温度と、自装置から出力されている信号に基づく論理的な輝
度及び色温度とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果、補正すべきずれがあった場合に、前記画面の輝度及び
色温度を、前記論理的な輝度及び色温度に近づけるために必要な、光源に対する電力及び
前記画面に出力するホワイトバランスを決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記電力を前記光源に、及び、前記ホワイトバランスを
前記画面に出力する出力手段とを有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
キーボードを有する本体ユニットと、該本体ユニットに対して開閉可能に接続されるとと
もに、画面と該画面を照らすバックライトとを有する表示ユニットとを有する情報処理装
置であって、
　前記情報処理装置は、
　前記表示ユニットが前記本体ユニットに閉じているときに所定の表示をする所定出力手
段と、
　前記所定の表示がなされた箇所の前記画面の輝度及び色温度を測定可能なように設けら
れた光検出器と、
　前記光検出器により測定された輝度及び色温度と、自装置から出力されている信号に基
づく論理的な輝度及び色温度とを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果、補正すべきずれがあった場合に、前記画面の輝度及び
色温度を、前記論理的な輝度及び色温度に近づけるために必要な、前記バックライトに対
する電力及び前記画面に出力するホワイトバランスを決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記電力を前記バックライトに、及び、前記ホワイトバ
ランスを前記画面に出力する出力手段とを有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
測定された情報処理装置の画面の輝度及び色温度と、自装置から出力されている信号に基
づく論理的な輝度及び色温度とを比較し、補正すべきずれがあった場合に、前記画面の輝
度及び色温度が、前記論理的な輝度及び色温度に近づくよう自動的に補正することを特徴
とする表示調整方法。
【請求項５】
比較手段が、測定された情報処理装置の画面の輝度及び色温度と、自装置から出力されて
いる信号に基づく論理的な輝度及び色温度とを比較する比較ステップと、
　前記比較ステップによる比較の結果、補正すべきずれがあった場合に、決定手段が、前
記画面の輝度及び色温度を、前記論理的な輝度及び色温度に近づけるために必要な、光源
に対する電力及び前記画面に出力するホワイトバランスを決定する決定ステップと、
　出力手段が、前記決定ステップにて決定された前記電力を前記光源に、及び、前記ホワ
イトバランスを前記画面に出力する出力ステップとを有することを特徴とする表示調整方
法。
【請求項６】
キーボードを有する本体ユニットと、該本体ユニットに対して開閉可能に接続されるとと
もに、画面と該画面を照らすバックライトとを有する表示ユニットとを有する情報処理装
置の表示調整方法であって、
　所定出力手段が、前記表示ユニットが前記本体ユニットに閉じているときに所定の表示
をする所定出力ステップと、
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　比較手段が、前記所定の表示がなされた箇所の前記画面の輝度及び色温度を測定可能な
ように設けられた光検出器により測定された輝度及び色温度と、自装置から出力されてい
る信号に基づく論理的な輝度及び色温度とを比較する比較ステップと、
　前記比較ステップによる比較の結果、補正すべきずれがあった場合に、決定手段が、前
記画面の輝度及び色温度を、前記論理的な輝度及び色温度に近づけるために必要な、前記
バックライトに対する電力及び前記画面に出力するホワイトバランスを決定する決定ステ
ップと、
　出力手段が、前記決定ステップにて決定された前記電力を前記バックライトに、及び、
前記ホワイトバランスを前記画面に出力する出力ステップとを有することを特徴とする情
報処理装置の表示調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置の劣化による表示の変化を補正する情報処理装置及び表示制御方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置（ＬＣＤ）は、経年により劣化するが、このような劣化の大きな
一因として、ＬＣＤのバックライトの劣化があげられる。詳細には、バックライトが劣化
すると、明るさが低下したり、バックライトから発せられる光の色が変わったりする。そ
の結果、ユーザがＬＣＤに設定した明るさや色温度の値に基づき表示される画面と、実際
に表示される画面とでは、輝度や色温度に差異が生じる。
【０００３】
　なお、表示装置の輝度をリアルタイムで調整する技術が特許文献１に開示されている。
この文献に記載の技術によれば、表示装置の周囲の輝度を計り、この周囲の輝度に適する
ように、表示装置の輝度が調整される。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１０６６５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述のようにＬＣＤが劣化した場合、ユーザがＬＣＤを操作して、明るさや
色温度の設定を所望の値にしても、実際に表示される画面は、ユーザが所望する明るさや
色温度とはならない。したがって、ユーザは、所望の明るさや色温度を得るために、実際
に画面を見ながら、明るさや色温度を調整する必要があり、この操作はユーザにとって非
常に煩わしいものである。
【０００６】
　なお、特許文献１における表示装置により自動的に調整される輝度は、表示装置の周囲
の輝度に依存しており、上述したバックライトの劣化による輝度や色温度の変化を考慮し
た調整をすることはできない。
【０００７】
　そこで、本発明は、自動的に、表示装置の光源の劣化による画面の輝度や色温度の変化
を補正することができる情報処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の情報処理装置は、測定された画面の輝度及び色温度と、自装置から出力
されている信号に基づく論理的な輝度及び色温度とを比較し、補正すべきずれがあった場
合に、前記画面の輝度及び色温度が、前記論理的な輝度及び色温度に近づくよう自動的に
補正することを特徴とする。
【０００９】
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　本発明の第２の情報処理装置は、測定された画面の輝度及び色温度と、自装置から出力
されている信号に基づく論理的な輝度及び色温度とを比較する比較手段と、前記比較手段
による比較の結果、補正すべきずれがあった場合に、前記画面の輝度及び色温度を、前記
論理的な輝度及び色温度に近づけるために必要な、光源に対する電力及び前記画面に出力
するホワイトバランスを決定する決定手段と、前記決定手段により決定された前記電力を
前記光源に、及び、前記ホワイトバランスを前記画面に出力する出力手段とを有すること
を特徴とする。
【００１０】
　本発明の第３の情報処理装置は、キーボードを有する本体ユニットと、該本体ユニット
に対して開閉可能に接続されるとともに、画面と該画面を照らすバックライトとを有する
表示ユニットとを有する情報処理装置であって、前記情報処理装置は、前記表示ユニット
が前記本体ユニットに閉じているときに所定の表示をする所定出力手段と、前記所定の表
示がなされた箇所の前記画面の輝度及び色温度を測定可能なように設けられた光検出器と
、前記光検出器により測定された輝度及び色温度と、自装置から出力されている信号に基
づく論理的な輝度及び色温度とを比較する比較手段と、前記比較手段による比較の結果、
補正すべきずれがあった場合に、前記画面の輝度及び色温度を、前記論理的な輝度及び色
温度に近づけるために必要な、前記バックライトに対する電力及び前記画面に出力するホ
ワイトバランスを決定する決定手段と、前記決定手段により決定された前記電力を前記バ
ックライトに、及び、前記ホワイトバランスを前記画面に出力する出力手段とを有するこ
とを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第１の表示制御方法は、測定された情報処理装置の画面の輝度及び色温度と、
自装置から出力されている信号に基づく論理的な輝度及び色温度とを比較し、補正すべき
ずれがあった場合に、前記画面の輝度及び色温度が、前記論理的な輝度及び色温度に近づ
くよう自動的に補正することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の第２の表示制御方法は、比較手段が、測定された情報処理装置の画面の輝度及
び色温度と、自装置から出力されている信号に基づく論理的な輝度及び色温度とを比較す
る比較ステップと、前記比較ステップによる比較の結果、補正すべきずれがあった場合に
、決定手段が、前記画面の輝度及び色温度を、前記論理的な輝度及び色温度に近づけるた
めに必要な、光源に対する電力及び前記画面に出力するホワイトバランスを決定する決定
ステップと、出力手段が、前記決定ステップにて決定された前記電力を前記光源に、及び
、前記ホワイトバランスを前記画面に出力する出力ステップとを有することを特徴とする
。
【００１３】
　本発明の第３の表示制御方法は、キーボードを有する本体ユニットと、該本体ユニット
に対して開閉可能に接続されるとともに、画面と該画面を照らすバックライトとを有する
表示ユニットとを有する情報処理装置の表示調整方法であって、所定出力手段が、前記表
示ユニットが前記本体ユニットに閉じているときに所定の表示をする所定出力ステップと
、比較手段が、前記所定の表示がなされた箇所の前記画面の輝度及び色温度を測定可能な
ように設けられた光検出器により測定された輝度及び色温度と、自装置から出力されてい
る信号に基づく論理的な輝度及び色温度とを比較する比較ステップと、前記比較ステップ
による比較の結果、補正すべきずれがあった場合に、決定手段が、前記画面の輝度及び色
温度を、前記論理的な輝度及び色温度に近づけるために必要な、前記バックライトに対す
る電力及び前記画面に出力するホワイトバランスを決定する決定ステップと、出力手段が
、前記決定ステップにて決定された前記電力を前記バックライトに、及び、前記ホワイト
バランスを前記画面に出力する出力ステップとを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、自動的に、表示装置の光源の劣化による輝度や色温度の変化を補正す
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ることができる情報処理装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための最良の形態について説明する。図１は、
本発明の実施の形態の情報処理装置を説明するための斜視図であり、図２は、この情報処
理装置を説明するためのブロック図である。
【００１６】
　まず、本実施の形態の情報処理装置の概略を説明すると、この情報処理装置は、光検出
器でＬＣＤの画面の輝度及び色温度を測定し、測定された輝度及び色温度と、本来測定さ
れるべき輝度及び色温度、すなわち、ＬＣＤのバックライトに劣化がない場合の輝度及び
色温度、とを比較し、ずれがあった場合に、このずれを補正するものである。
【００１７】
　図１を参照すると、情報処理装置は、ノート型パーソナルコンピュータや携帯電話等に
代表される、表示ユニット１０と、キーボードを有する本体ユニット２０とが開閉可能に
接続されたものである。表示ユニット１０は、ＬＣＤ１１を備えており、本体ユニット２
０は、所定の場所に輝度と色温度とを測定可能な光検出器２１を備えている。
【００１８】
　次に図２を参照すると、情報処理装置は、制御部３０、表示ユニットが閉じている状態
を検出する開閉検出部４０、ＬＣＤ１１の図示せぬバックライトへ給電する給電部５０、
グラフィックアクセラレーターやスケーラー等で構成される表示制御部６０、及び、記憶
部７０をさらに備えている。
【００１９】
　制御部３０は、記録媒体に格納されたプログラムを実行することにより、画面制御手段
３１、電力調整手段３２、ホワイトバランス調整手段３３、及び、補正量決定手段３４を
論理的に備える。なお、各手段の動作については後述する。
【００２０】
　次に、図３を参照して、本実施の形態の動作について説明する。図３は、本実施の形態
の動作を説明するためのフローチャートである。
【００２１】
　図３を参照すると、開閉検出部４０が、表示ユニット１０が閉じたことを検出すると（
ステップＳ１）、画面制御手段３１は、ＬＣＤ１１の画面の所定の位置、但し、光検出器
２１がその位置の輝度及び色温度を測定可能な位置に、所定の色を表示する（ステップＳ
２）。ここで、所定の色とは、例えば白であり、この白は、記憶部７０に格納されている
輝度及び色温度に基づき表示される。なお、記憶部７０にこの初期値に対応した、バック
ライトに供給する電力及びホワイトバランスの値が格納されていてもよい。なお、ステッ
プＳ２において、バックライトがオフの場合にはオンにする。
【００２２】
　次に、光検出器２１は、ＬＣＤ１１の画面の輝度及び色温度を測定する（ステップＳ３
）。次いで、補正量決定手段３４は、ステップＳ３において測定された輝度及び色温度と
、記憶部７０に格納されている初期値の輝度及び色温度とを比較する（ステップＳ４）。
つまり、実測の輝度及び色温度と、情報処理装置から出力されている信号に基づく論理的
な輝度及び色温度（劣化がない場合に測定されるべき輝度及び色温度）とを比較する。
【００２３】
　ここで、ステップＳ４における比較の結果、ずれがなければ、補正量決定手段３４は、
バックライトの劣化による輝度及び色温度の変化はないと判断し、一連の処理は終了する
。
【００２４】
　一方、ステップＳ４における比較の結果、ずれがあった場合には、すなわち、バックラ
イトの劣化による輝度及び色温度の変化があったと補正量決定手段３４が、判断した場合
には、このずれを補正する処理をする。まず、補正量決定手段３４は、ステップＳ４で検
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知したずれを補正するのに必要なバックライトに供給する電力及びホワイトバランスを歳
出して決定する（ステップＳ５）。なお、バックライトに供給する補正電力、すなわち、
現在バックライトに供給している電力にプラスまたはマイナスする電力、と、この補正電
力の供給を受けたバックライトの明るさとの関係は、例えば、電力と明るさとがリニアに
変化する等、予めわかっているものとする。また、この関係は、記憶部７０のテーブルに
記憶されていてもよい。
【００２５】
　ステップＳ５において、補正電力及びホワイトバランスが決定すると、電力調整手段３
２は、給電部５０に対し、電力を変更するよう指示し、これを受けた給電部５０は、バッ
クライトに供給する電力を変更する。また、ホワイトバランス調整手段３３は、ステップ
Ｓ５で決定されたホワイトバランスでＬＣＤ１１が画面を表示するよう、表示制御部６０
を制御する（ステップＳ６）。
【００２６】
　このように補正された電力及びホワイトバランスの値は、記憶部７０に格納され、ユー
ザが所望の明るさ及び色温度をＬＣＤ１１に設定する際の初期値となる。その結果、ユー
ザが所望の明るさや色温度を得たいときには、ユーザがいちいち画面を見て調整する必要
はなくなり、ユーザは、ＬＣＤ１１の明るさや色温度を設定する際、好みの値を従来どお
りＬＣＤ１１に設定すればよい。
【００２７】
　なお、上述した実施の形態において、バックライトに供給する補正電力と、この補正電
力の供給を受けたバックライトの明るさとの関係が不確かである場合等には、
ステップＳ２に続いて、上述したステップＳ３からステップＳ６の１連の動作を、補正量
決定手段３４で決定する補正電力を変更しながら、繰り返し実行すれば、より精度の高い
補正を行うことができる。
【００２８】
　また、本実施の形態では、光検出器２１は１箇所にしか設けられていなかったが、光検
出器は複数個所、例えば、画面の中央や端部等に対応するよう、に設けてもよく、複数の
光検出器により測定された値は、補正量決定手段３４により平均されるか、対応する画面
の位置に応じて任意の重み付けをして測定値としてもよい。
【００２９】
　以上説明した本実施の形態によれば、光検出器２１で画面の実際の輝度及び色温度を測
定し、この値と、バックライトが劣化してない場合に測定されるであろう輝度及び色温度
と比較することにより、画面の実際の輝度及び色温度を得るために情報処理装置がどのよ
うな出力をすればよいかを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施の形態の情報処理装置を説明するための斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態の情報処理装置を説明するためのブロック図である。
【図３】本実施の形態の情報処理装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【００３１】
１０　表示ユニット
１１　ＬＣＤ
２０　本体ユニット
２１　光検出器
３０　制御部
３１　画面制御手段
３２　電力調整手段
３３　ホワイトバランス調整手段
３４　補正量決定手段
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４０　開閉検出部
５０　給電部
６０　表示制御部
７０　記憶部

【図１】 【図２】
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【図３】
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